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地域住民と『一緒に学ぶ』認知症サポーター養成講座 ～広島県 坂町～

取組に至った背景

⚫ これまで地域包括支援センターでは、地域住民の方からの「小学校に行く機会がなくなった」「小学校の教室にたまには行ってみ

たい」といった声や、小学校の学校運営協議会などからも「小学校側も地域の住民の皆さんと一緒に何かを行いたい」という声が

寄せられていました。

⚫ 今回、小学校５年生・６年生を対象に認知症サポーター養成講座を開催している坂町立小屋浦小学校を会場とし、小学生と地域住

民が一緒に学ぶことで、地域住民と教育機関双方の声を反映させるとともに、認知症の方に対する支え合い意識を育み、地域全体

の絆を深めることができると考え、開催しました。

⚫ 人口 ： 12,266人

⚫ 高齢化率 ： 30.6％

⚫ 人口密度 ： 781.8人/km2

開催場所：坂町立小屋浦小学校

取組の概要

⚫ 坂町地域包括支援センター主催の認知症サポーター養成講座を開催しました。

対象：地域住民及び小学生、場所：坂町立小屋浦小学校

⚫ ２部構成（１部：認知症についての講義、２部：認知機能の向上を目的とした「しゃきしゃき百歳体操」）

認知症についての正しい知識を学んだ後、会場内で参加者全員が体操を実施しました。

地域住民及び小学生が一緒に認知症について学習することで、子どもたちに対する認知症理解の促進や、世代間交流を促進し、
小屋浦地区全体の支え合い意識の醸成を目指して取り組んでいます。
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講義 ( 1部 ) しゃきしゃき百歳体操（ 2部）

⚫ 坂町地域包括支援センターの平本生活支援コーディネー
ターが、子ども達の心を掴みながら、分かりやすく講義
を行いました。

⚫ 認知機能向上を目的とした『しゃきしゃき百歳体操』を約
12分間行い、小学生と地域住民が一緒に頭と身体を動かし
ました。

２

取組のポイント

⚫ 小学生自身の認知症に対する
気づきや学びの促進

⚫ 地域ぐるみで自分たちの地域
を支えるという意識の醸成

⚫ 地域住民が参加することでの
子ども達との交流の増加

繋がりが増え、認知症に優しい地域へ

⚫ 地 域 住 民 が

⚫ 小 学 校 で

⚫ 児童と一緒に

認知症サポーター養成講座を受講
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３

【小学生】
⚫ 認知症のことが理解できた。
⚫ 困っている人に優しく声をかけたい。
⚫ サポーターとして頑張っていきたい。

【地域の住民】
⚫ 多世代で共に学べる機会はとても楽しかった。
⚫ 小学校に入れる機会が嬉しかった。
⚫ 毎年実施してほしい。

【学校関係者】
⚫ 命を守る為には地域の絆が一番大事と実感した。
⚫ 今回のような勉強を地域の方と一緒に行う事で、学校と地域が繋がり、
何かあったときに声をかけ合える関係性ができると思う。

参加者の感想

当日の様子

⚫ 小学生、地域住民、介護施設等関係者が各約２0名ずつ参加されており、終始笑顔で楽しく受講されていました。

⚫ 講座受講後、小屋浦小学校の児童は「もっと色んな人にサポートしてあげたいと思った」と感想を述べており、今回の認知症
サポーター養成講座が、小学生が認知症を自分事として考えるきっかけとなっていることがわかりました。

今後の展望

⚫ 多世代が『学びの場』を通じてつながることで、お互いが関心を持ち
合い、些細な困りごとから世代を超えて声をかけあえる、人づくりと
町づくりに繋げます。
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当該取組の資料
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